	主題名
	礼儀正しく
	内容項目
	礼儀　2－(1)　　　　　　　　
	4月

	資料名
	1　心のことば
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　礼儀の大切さを知り，だれに対しても真心をもって接しようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　礼儀の心とは，相手を敬う心，感謝する心であると考える。

　礼儀の大切さに気づかせるためには，真心をもって人に接するだけでなく，相手の真心に気づき，わかることが必要である。

　日常の短いあいさつや言葉の中にも，心が自然にあふれ出た「心の言葉」があることを再確認し，人を敬う心をもって接しようとする態度と，相手からもその心を感じ取れる心を育てたいと考えた。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①身のまわりの中から，相手に譲られてうれしかった経験について発表する。

　○人から，「どうぞ」と譲ってもらった経験はありますか。

②資料「心のことば」を読んで話し合う。　　

　○わたしは，どんな気持ちで横断歩道に立っていたのでしょう。

　○車に乗っている人は，どんな気持ちでわたしの前を通り過ぎているのでしょう。

　○車を止めてくれたおじさんは，心の中でどんなことを思ったでしょう。

　○わたしとおじさんは，心の中でどんなお話をしたのでしょう。

　○わたしと道子さんは，心の中でどんな言葉をかわし合っていたでしょう。二人の役になって，そのときの「心の言葉」を話してください。

　◎「心の言葉」は，相手をどのように思う心なのでしょう。

③自分の周りの「心の言葉」を探して，ワークシートに書く。

　○みんなの周りにも「心の言葉」はないか探して，ワークシートに書いてみましょう。

④教師の説話を聞く。

　○道で肩がぶつかったときなど，「ごめんなさい。」と先にあいさつをする人の話をする。
	・相手に譲ってもらった経験はたくさんあるのに，気づかないでいることが多い。子どもの日常をよく見つめ，譲り合う場面の発見に努め，授業に役立てるようにする。

・急いでいらいらしているわたしの気持ちを理解させる。

・車に乗った経験を生かしながら，運転する人の，歩行者に対する気持ちを考えさせる。

・道を譲ってくれたおじさんの心の温かさに気づかせる。

・わたしが「感謝する心」をもっていることに気づかせ，それが礼儀正しさにつながっていることを理解させる。

・道子さんが譲らなかった場面も設定し，「譲る心」と「感謝の心」が人間生活を明るくしていることに気づかせる。

・難しい質問なので，敬う心，大切にする心……などの答えが出なくても子どもの心情を大切にする。

・「心の言葉」が自分や相手の気持ちを温かくし，人間関係をよりよく築くことにつながっていることに気づかせる。
・短い説話でまとめる。言葉以外にも，服装や態度などで礼儀の心を表すものがあることにふれたい。

	クリエイティブな授業をするために
・基本的な生活習慣として，形だけではなく心のこもったあいさつや言葉づかいの大切さについて理解させていく。ときには「あいさつ運動」と銘打って，展開していくことも考えられる。


	主題名
	勇気を出して
	内容項目
	勇気　1－(3)　
	4月

	資料名
	2　一分間スピーチ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　よいと思うことは，勇気をもって行おうとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	自分のすべきことを自分自身で決めることは，ときには勇気のいることである。

　善悪の判断について判断力も高まっている中学年の児童に，正しいと判断したことは，自分の考えで行動する勇気をもたせたい。

　そこで，ここでの勇気は，よいと思うことに対して主体的に取り組む勇気を扱っている。本資料を通して，よいと思ったことを積極的に実行しようとする心情，態度を育てていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①どんなときに勇気を出して行動するべきだと思いますか。

②資料「一分間スピーチ」を読み，登場人物の気持ちを話し合う。

○ゆきちゃんのスピーチを聞いて，友ちゃんは，どんなことを考えたでしょう。

○ゆきちゃんの「わたしだって，はずかしかったよ。でも，友ちゃん，チャレンジ，チャレンジ！」という言葉を聞いて，友ちゃんは，心の中でどんなことを思ったでしょう。

○どんな気持ちから友ちゃんは，むねをはっておうちの人に「一分間スピーチで，お店のことをしょうかいするの。」と言ったのでしょう。

◎よいと思ったことを進んでやったとき，どんな気持ちでしたか。

③教師の説話を聞く。
	・勇気を，自分ではどのようにとらえ，実行できているのかを知る手がかりとする。

・友ちゃんの気持ちを考えながら読むようにする。

・友ちゃんが恥ずかしがりやで，一分間スピーチをいやがっていることをおさえておく。

・よいことでも，それを行動で表すこと（ここではスピーチすること）は，だれでも勇気がいるということを共感的に理解させる。

・友ちゃんの勇気を支えるゆきちゃんの友情にも気づかせたい。

・よいからやってみようと自分で決めたことを，実際に行う友ちゃんの強い気持ちに気づかせる。

・友ちゃんの勇気は，ゆきちゃんの友情から生まれたことにもふれたい。

・ささいなことでも見逃さずにとらえ，称賛し，認めていく。

・資料の内容から離れられない児童がいる場合は，生活の場面をいくつか提示し，思い起こさせる。

・自分の勇気をふりかえり，これからの自分に勇気の心で変えていこうとする意欲をもたせる。

	クリエイティブな授業をするために
・みんなの前で自分の考えや意見を発表したりすることは，大変な勇気がいるものである。授業参観で発表したり，学芸会や音楽会などで自己表現したりするなどの体験を通して，自己有能感を味わわせていく。


	主題名
	美しいものを美しいと思う心  
	内容項目
	敬けん　3－(3)　　
	4月

	資料名
	3　ふしぎな手
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　人間の行為の中にも美しいものがあることに気づき，日常生活の中からその美しさを見いだそうとする心情を養う。

	主題設定

の理由
	　美しいもの，崇高なものは，どこにでも存在する。しかし，それを感じ取り価値づける心の営みが枯れていては，美しさは失せてしまう。逆に，真善美聖という価値に自ら気づき，感動し，尊重してこそ，人は，それを自己に引き寄せ，自分自身を見つめようとするであろう。

　しなやかな感性の子どもたちに，身近な営みの中に“敬けん”を感じる心，そして，それにあこがれる心を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①人の手を温かいと感じた経験を発表する。

　○今まで「温かい手だなあ」と思ったことがある人は，そのときのことを話してみてください。

　○逆に，「冷たいな」と感じたことはありますか。　

②資料「ふしぎな手」を読んで話し合う。

　○うずくまってしまった，よう子さんの気持ちがわかりますか。

　○ゆき子先生の手のぬくもりが伝わると同時に，よう子さんのほおの痛みが消えていったのはどうしてでしょう。

◎よう子さんは，保健室でどんなことを考えていたでしょう。

　（先生やお母さんの行為の中には，それぞれどんな思いが込められていたでしょう。）

③よう子さんと同じような思いをしたことはないか考え，話し合う。

　○よう子さんと同じような思いをしたことはないか考え，ワークシートにまとめてみましょう。
④教師の説話を聞く。

　○手に関連することだけでなく，さまざまな行為やその人の存在自体が，相手を勇気づけたりほっとさせたりしたという話をしたい。
	・友達と手をつないだとき，握手をしたとき，「えらかったね」とほめられ，ほおや頭をさわられたときなど，相手の気持ちが込められたり，自分が相手を思う心にぬくもりが付随したりすることをとらえさせる。

・ボールが当たった痛さに加え，ゲームの中で当てられてしまったという事実や，みんながかけよってきてくれたことへの恥ずかしさなどが，微妙によう子さんの心を弱くしていることに気づかせる。

・先生の優しい心が手のぬくもりとして伝わり，よう子さんの心を和らげ，不安や痛みを取り除いていったことを理解させる。

・よう子さんが，先生と母親の手（幼稚園のころのこと）を重ね合わせながら，その温かさや不思議さに思いを巡らせていることに気づかせる。

・自分の体験をじっくりふりかえらせ，人の行為の中の不思議さや人間の力を超えたものの存在に目を向けさせる。
・人と人とのかかわりから生まれる“不思議”を大切にし，温かい関係を築いていこうとする意欲をもたせて終わりたい。

	クリエイティブな授業をするために
・各家庭にも，親・兄弟の特別な言葉かけや動作，おまじないなどがあるにちがいない。そうした事例を話し合わせながら，不思議な心の通じ合いなどを感じ取らせてもよい。


	主題名
	節度ある行動   
	内容項目
	節度ある生活態度　1－(1)
	5月

	資料名
	4 ろばを売りにいく親子（1）
	出　　典
	イソップ物語　　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　自分の行動を秩序立てて考え直し，生活に節度をもとうとする意欲や態度を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　さまざまな情報や人の欲望を誘うものが氾濫し，激しく変化する現代社会において，それに流されず自分の考えをもち，自らをコントロールしながら生活することは難しくなってきている。しかし，そのことは，自分らしく生きていくためには，欠かせない条件である。

　子どもたちのよくなろうとする構えを援助し，周囲にまどわされず，その場の状況を正しくとらえ判断し，自分の行為を決定できる強さや意欲を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①ろばをひいて歩いている親子のさし絵①を見て，話し合う。

　○女の人たちは，親子のどんなところを「おかしい」と思ったのでしょう。
②6枚のさし絵（①～⑥）を手がかりにしながら，ろばを売りにいく親子のとった行動について自由に語る。

　○（さし絵②）子どものどんなところがいけないのでしょう。

　○この後，親子はどうすると思いますか。

　○（さし絵③）親のどんなところが「ひどい」と思われたのでしょう。

　○（さし絵④）親子を見つめる人たちは，どんなことをつぶやいていたのでしょう。

　○（さし絵⑤）親子のどんなところが「おかしい」のでしょう。

　○（さし絵⑥）どうしてろばは，あばれはじめたのでしょう。

　◎川に落ちてしまったろばを見て，親子はどんなことを考えたでしょう。

　○親子は，どうすることがいちばんよかったのでしょう。

③ろばは，親子の行動をどう思っていたのか考え，ワークシートに書く。

④自分の生活の中に，ろばの親子と同じような経験はなかったかふりかえる。

　○周りの目を気にしてしまったり，人の意見に流されて行動してしまったことはありませんか。
	・どんな町並みなのか，どんなろばなのか，親子やそれを見ている女の人たちがどんな会話をしているのかなど，さし絵①を見て感じたこと，想像したことを自由に語らせる。
・次の場面を想像させながら，さし絵は1枚ずつ提示していく。

・周囲の人々が，親子のどんな部分に対し反感をもったの

か，と同時に周りの人の視線やつぶやきにまどわされ，次

から次へと行為を変えていく親子の様子や心理状態をとら

えさせる。

・親子の行為が，ろばに対して大きなストレスを与えていたことに気づかせる。

・ろばの気持ちも考えず軽はずみな行動を取っていたことを今まで自覚できなかった親子の後悔をとらえさせる。

・視点を変え，ろばの立場から親子の行動について考えさせる。
・資料の続き話を作らせて，親子のとるべき姿や何かの行動を取るときの心がけについて考えさせる方法もよい。


	クリエイティブな授業をするために
・イソップ物語の中にはこうした教訓や風刺を含めた寓話が多い。いくつか紹介しながら，読書活動へと発展させてもよい。
・自己の日常生活に置き換えて，思慮・節度についてふりかえらせていく。


	主題名
	節度ある行動   
	内容項目
	節度ある生活態度1－(1)　　　　　　　
	5月

	資料名
	4 ろばを売りにいく親子（2）
	出　　典
	イソップ物語　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　ほかの人の言動に左右されず，自分の判断で行動することの大切さを理解し，節度ある態度で生活しようとする心情を培う。

	主題設定

の理由
	　さまざまな情報や人の欲望を誘うものが氾濫し，激しく変化する今日の社会において，それに流されず自分の考えをもち，自らをコントロールしながら生活することは難しくなってきている。しかし，そのことは，自分らしく生きていくためには，欠かせない条件である。

　子どもたちのよくなろうとする構えを援助し，周囲にまどわされず，その場の状況を正しくとらえ判断し，自分の行為を決定できる強さや意欲を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①人の意見に流されて失敗してしまった経験について話し合う。

○人の意見に流されて失敗してしまったのはどんなときですか。また，そのときどんな気持ちでしたか。

②絵話をもとに，親子にはどのような見方・考え方が必要だったのか話し合う。

　○親子が次々に行動を変えたのはなぜでしょう。

　○川に落ちてしまったろばを見ながら親子はどのようなことを考えていたでしょう。

◎ろばを売りに行く親子には，どのような考え方で行動することが必要だったのでしょう。また，それはなぜでしょう。

③自分たちの生活をふりかえる。

○勉強したことをもとに，今までの自分に必要な考え方についてグループで話し合いましょう。

④グループで話し合ったことの感想を発表し合う。

○グループで話し合って，どのようなことを感じましたか。グループごとに発表しましょう。
○まわりの目を気にしたり，人の意見に流されて行動したりしてしまったことはありませんか。
	・体験を語るとともに，そのときの気持ちを言うようにし，そのような気持ちを味わわないですむようにするために必要な考え方は何かという形で学習課題を設定する。
・次々に行動を変える親子の姿を導入での自分たちの姿と重ね合わせて共感的にとらえさせる。

・後悔する気持ちをとらえるようにする。

・あるべき姿について考えることにより，ねらいとする価値のまとめを行う。

・グループ編成は生活班でもよいが，共通して話し合える場がある子どもどうしを同じグループにするとより深い話し合いができる。
・自分に新たに加わった考え方など，具体的に発表するようにする。



	クリエイティブな授業をするために
・イソップ物語の中にはこうした教訓や風刺を含めた寓話が多い。いくつか紹介しながら，読書活動へと発展させてもよい。

・自己の日常生活に置き換えて，思慮・節度についてふりかえらせていく。


	主題名
	相手を思いやる心
	内容項目
	思いやり・親切　2－(2)　　　　　　　　　　
	5月

	資料名
	5　子ねこのネネ（1）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　相手の本当の気持ちを思いやることの難しさを知り，だれに対しても親切にしようとする心情を深める。

	主題設定

の理由
	　他人の気持ちがわかり，それに適した行為が選択できることが「思いやり・親切」である。しかし，他人を差別的にとらえたり，すべてにおいて自己を優先したりすると，このことは実現できない。相手の身になって世界観を修正しようとする構えを育てることが重要である。そのためには，自己の価値観を柔軟にし，相手の視点で世界を共有してみようとする好奇心も刺激しなければならない。そうすることで「本当の思いやり」をとらえさせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①まゆみちゃんのキャラクター絵，ネネの絵を見て話し合う。

②資料「子ねこのネネ」話を聞きながら考える。

　○この後，たっちゃんは，まゆみちゃんに何と言ってあげたでしょう。

　○まゆみちゃんは，なぜ，たっちゃんをパーティによばないと言ったのでしょう。

　○「こないで。」と言われたたっちゃんは，どんな気持ちになったでしょう。

　○「おめでとう。」と来てくれたたっちゃんを見て，まゆみちゃんはどんな顔をしたでしょう。

○ネネそっくりの子ねこをプレゼントしたたっちゃんその子ねこを見たまゆみちゃんは，どんな気持ちだったのか考えて，ワークシートに書いてみましょう。

③まゆみちゃんにとって，たっちゃんがいてくれた重さ，ありがたさを話し合う。

○たっちゃんがいなかったら，まゆみちゃんの気持ちに変化があるでしょうか。
	・子どもたちの自由な発言をうながし，教師の示した補助教具を，子どもたちのものとする。

・自然な語り口で話してくれた子どもたちを称賛するとともに，生き物に対する慈愛と悲哀をていねいに共感させる。

・読み聞かせながら，表情を大きく動かした子どもをおさえておく。

・提示するたっちゃんと，まゆみちゃんのキャラクター絵の位置関係に注意する。

・二人の気持ちが離反するにつれて，黒板上の二人の距離のギャップをとらえさせる。

・喜んだ顔，怒った顔，悲しそうな顔のまゆみちゃんを用意し，分類して話し合う方法も考えられる。

・相互の気持ちをくみ取って発言できた子どもや，まゆみちゃんは「本当は○○されたかった。」と考えられた子どもを評価する。　

・ねこでなくほかのもの，宝物，大切なもの，家族などだったらどうなのかも考えさせ，相手の立場に立つ難しさをおさえる。



	クリエイティブな授業をするために
・自分が友達からしてもらったことで，嬉しかったことや思い出として残っていることを発表し合い，友達どうしの思いやりや，親切にすることの大切さについて考えさせていく。


	主題名
	けなげな気持ち
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)　　　　　　　　　　
	5月

	資料名
	5　子ねこのネネ（2）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　互いに相手を理解し信頼することで，友情を深めていこうとする心情を養う。

	主題設定

の理由
	　相手を思いやる気持ちが，相手との信頼・友情につながり，新たな人間関係を構築していくことを理解させたい。自己の芽生えが明確で他者との関係づくりが旺盛な中学年の時期には，相手とのかかわり方が未成熟である。自己中心の立場から相手の気持ちや立場を考えた行動に向かうことで，互いの理解につながることに気づかせたい。それが一方的なものではなく，相互に波及することが真の信頼・友情であるという考えを培っていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①相手に自分の気持ちをわかってもらうことの難しさを感じた経験談を話し合い，友情について考える。
②資料「子ねこのネネ」を読む。
　○たっちゃんはどんな気持ちで「しんでしまったものは，しかたないよ。」と話したのでしょう。
　○「今どのおたん生日パーティにはよばないから，来ないで。」と，まゆみちゃんに言われたとき，たっちゃんはどんな気持ちで聞いていたのでしょう。

　○来ないでといわれたはずなのに，たっちゃんはどうして，たん生日のパーティ行ったのでしょう。
　◎「ネネにそっくりな子ねこ」をまゆみちゃんにプレゼントしたとき，たっちゃんはどういう気持ちだったのでしょう。

③日常生活から，相手が自分のことを考えて行動してくれていると感じたときの様子をふりかえる。
④教師の説話を聞く。
	・相手にしっかりと自分の思いを理解してもらうことが難しいということに視点をしぼり，そこから相手が自分のことを思っていないわけではないことに気づかせる。

・気持ちを切り換えて前向きに切り換えて前向きに考えることが大切であるという考えに着目させるようにする。
・自分の気持ちを理解してもらえない場合もあることをとらえさせる。
・それでも相手のことを思いやることで，これまでと同じように交友しようとする気持ちの強さを理解させ，それが友情であることを引き出したい。
・相手が自分を思って行動していることに気づき，自分も相手のためを考えていきたいという発言を取り上げるようにする。
・信頼・友情に結びつかなかった残念な例も考えられる。

	クリエイティブな授業をするために
・日常生活との関連を図り，ふだんの授業のなかでも相手の意見や思いを受け止めたうえで自分の考えを行動に表していこうとする心情をはぐくみたい。


	主題名
	社会のルールを守る
	内容項目
	公徳心・規則の尊重　4－(1)　　　　　
	5月

	資料名
	6　雨の
バスていりゅう所で
	出　　典
	成田國英作（文部省資料）　　　　　3年
	

	ねらい
	　約束やきまりを守り，みんなが使う物を大切にしようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　「遵法精神」とは，法やきまりを守ろうとする心の働きである。法を守ることは当然だが，制限速度40㎞の一般道路では，速度を守らない自動車も見かける。労働基準法を守らない経営者も少なくない。そんな実態でも「みんなのきまり」，つまりルールやマナーは，社会の秩序維持には必要である。みんなによってつくられたマナーやルールは慣習法と呼ばれ，法としての効力を発する。

本資料は，雨のバス停留所でのある母と子のエピソードである。ともに雨宿りした乗客を追い越し，バス停の先頭に並んだよし子さんを，母親が無言でたしなめる例話である。児童に「遵法精神」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①雨降りの日の気分について考える。

　○雨降りの日は，どのような気持ちになりますか。お話ししましょう。

②資料「雨のバスていりゅう所で」を読んで，話し合う。

　○一番先頭に並んだよし子さんは，何を思ったのでしょう。

　○強い力で肩を後ろに引かれたよし子さんは，何を思ったのでしょう。

　
◎いつもとはぜんぜんちがうお母さんを，どう思ったのでしょう。

　
○よし子さんは，なぜ自分のしたことを考え始めたのでしょうか。ノートに書きましょう。

③これからの自分を考える。

　○これからは，きまりを守ることについてどのようにしたいと思いますか。

④教師の説話を聞く。


	・雨の日は，平常時とは少し異なった気分になりがちである。憂鬱さは気圧と湿度が遠因だったり，交通トラブルの原因が雨だったり，人は一種違った精神状態に追い込まれる。逆に，しっとりした空気に気分が落ち着く人もいよう。

・バスを待つ人々の雨宿り行動は，よし子さんも理解できたはずなので，バスが見えたときにバス停の先頭に並ぶ行為が，適正かどうかの判断ができなかったとは考えにくい。非難されて当たり前のアンフェアな行動と言えよう。

・母親としては娘の不正を見逃すわけにはいかないとの一心であり，説明をしなくてもそのくらいは正しい判断をして欲しいと願った。満座の前でたしなめることは忍びないと思う気持ちは日本人の精神の特質やよさでもあろう。

・『そうか，母は何かを伝えたいと思っている』と気づくことが大切である。そのことで少しずつ，先程の行動について反すうし始めたのである。

・母の無言の教えであり，無言だからこそ，りんとした強さを持っている。

・『雨降りだったから，母に座らせたかった』との思いがあったのかもしれない。しかし，前から並んでいる人たちも同じ状況だと気づいた。自分たちだけ座れればよいというずるさがあったと思われる。

・きまりやルール，マナー等は，長い間の人々の生活習慣から形成された社会の秩序維持のための知恵である。守ることによってトラブルは回避できる。

・今までの自分をふりかえり，「遵法精神」の価値を自覚させるとともに，教師の経験にもとづいて，「きまりや秩序のある社会」の実現の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・保護者に，資料のよし子さんの行動についてコメントを求めておき，展開で活用することも意味がある。親の考えと子どもの考え方の比較対照も有意義である。

・子どもの発達段階にもよるが，「慣習法」について解説することも有意義であろう。


	主題名
	永遠のいのち
	内容項目
	生命尊重　3－(1)　　　　　　　　　
	5月

	資料名
	7　いのち　　　
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	自然への感謝とともに生命を大切にする心情を育てる。

	主題設定

　の理由　　　　　　　　　　　　
	　いのちは連綿と続く大きな流れの中でとらえることができる。小さな動物，大きな動物，人間のいのち，親から子へ，子から孫への潮流が新たなうねりへと発展する。それが悠久ないのちの連続性のなかから，強く明るく生き抜くことが「生命尊重」の一つの側面でもあり，いきいきとは，生きるを二重に表現した。つまり生き抜く力・サバイバル力を育成することこそ学習指導要領の精神そのものである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①生きているのは何があることかを考える。

○私たちは何があるから生きているのでしょう。一緒に考えてみましょう。

②資料「いのち」を読んで話し合う。

○「いのち」は「生きていく元になる」の考え方はどう思いますか。

○お父さんやお母さんのいのちをもらったとの考え方はどう思いますか。

○いのちは毎日の生活につながっていることをどう思いますか。

◎あなたのいのちは何色でしょう。

③教師の説話を聞く。　　　　
	・「いのち」は「息霊」と表記した大和言葉であり，「息の勢い」の意味をもっている。

・life はゲルマン派祖語のlib から来ており「残る，継続する」からきているので，暮らし・生涯・生活であり，生きている正体を示すことは納得できる。

・生きている元はわれわれの呼吸である。

・いのちは続いているものであり，ゲルマン人の考え方に通じる。

・ロール・レタリング(役割交換書簡法)の一方法。普通はある仮想の役割の下に手紙を書くことで，次の1～7の効果があるといわれる。

1　カタルシス(自浄)作用
2　自己カウンセリング
3　文書による思考・感情の明確化
4　対決と受容による自我の統合
5　自己と他者双方からの獲得
6　ロール・レタリングによるイメージ脱感作
7　非理論的，自己敗北的な思考・感情に気づく

・友達の意見を聞いて，「いのち」について自分の考えをまとめさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・谷川俊太郎の「生きる」の詩を活用して，より気づきや理解を深めていくことも考えられる。
・自分のいのちの色やイメージを絵に表し，そこに簡単な言葉を書き添えて互いに見せ合うという活動もよい。その際，前向きな考えを応援していくようにする。


	主題名
	動物を保護する
	内容項目
	自然愛　3－(2)　　　　　　　　　　
	6月

	資料名
	8　とんぼの里
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　自然のすばらしさや不思議さに気づき，動植物を大切にしようとする心情を高める。

	主題設定

の理由
	　急速な科学技術の進歩が自然破壊や公害をもたらし，人間生活をおびやかしているが，われわれ人間は，自然と共存しなければ豊かな生活が送れないことを真剣に考えなければならない。また，自分の興味本位で動植物に接することで，小さな命や自然の営みを壊してしまうことも身近な問題として多い。

　この期に，動植物が人間生活にうるおいを与えてくれていることに気づかせ，動植物や自然に対する見方・考え方を広げていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①とんぼについて知っていることを発表する。

○自分の見たことのあるとんぼや，とんぼについて知っていることがあったら教えてください。
②資料「とんぼの里」を読んで話し合う。

　○えい子さんは，初めてやごを見て，どんなことを感じたでしょう。
　○えい子さんやゆうや君は，荒らされた田んぼを見て，どんな気持ちだったでしょう。

　○立て札や「とんぼの里」の噂は，学校や近所の人たちをどんな気持ちにさせたでしょう。

　○えい子さんやゆうや君たちは，とび立っていくとんぼや田んぼを，どんな思いで見つめていたのでしょう。

　○「小さな自然」や「自然の力」とは，どんな意味でしょう。

　◎やごの姿が，前よりもかわいらしく見えてきたのは，なぜでしょう。

③教師の説話を聞く。

　○子どもの感想を取り上げながら，命の尊さや自然のすばらしさなどを広く見つめていけるような発展的な説話をする。
	・とんぼの様子やすみか，成長過程や季節とのかかわりなど，虫取りをした経験や，ビデオや図鑑などで得た知識を思いうかべ，自由に語らせ，「とんぼの里」という題名へつなげていく。
・成長して飛び立っていくとんぼを見てからの気持ちと比較させるためにも，最初の印象をていねいにとらえさせておきたい。

・ゆうや君たちと，その後勝手にやごをとった人たちの思いの違いや，ゆうや君のくやしさ，さらには，立て札に託された思いに気づかせる。

・ひどく荒らされた状況の中でも生き残り成長をとげたやご（とんぼ）のたくましさに目を向けさせるとともに，田んぼはとんぼの大切な生活の場であったことや，自然の回復力に気づかせたい。

・えい子さんの自然や命あるものへの見方・感じ方の変化によって，やごに対する感覚も変わってきたことを感じさせる。
・ワークシートを活用し，身のまわりの中から，「とんぼの里」のように，生きものや植物の里になっている場所を探させる活動も考えられる。

	クリエイティブな授業をするために
・環境教育の一環としてビオトープをつくっている学校もあるであろう。理科や総合的な学習の時間を活用し，命や自然にかかわる学習へと発展させていってもよい。


	主題名
	家族の愛情
	内容項目
	家庭愛　4－(3)　　　　　
	6月

	資料名
	9　ブラッドレーの

せいきゅう書
	出　　典
	文部省資料　　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　家族の愛情に気づき，家族みんなで明るく楽しい家庭をつくろうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　子どもにとって家族は，生まれたときにはすでに存在し，その中にいた運命共同体ともいえる。しかしながら，あまりにも身近なため，無遠慮になりすぎて感情にまかせ相手の気持ちを傷つけてしまったり，やってもらうことを当たり前と思い，感謝の念を忘れてしまったりしがちである。この期に，お金にはかえられない家族の愛情に気づかせ，相手の立場になって考え協力し合ってこそ，明るく楽しい家庭生活が実現できることを実感させたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①ブラッドレーの書いた請求書を見て，思ったことを話し合う。

　○これは，今日のお話の主人公ブラッドレーが書いたものですが，どう思いますか。

②資料「ブラッドレーのせいきゅう書」を読んで話し合う。

○ブラッドレーは，どんな気持ちで請求書を書き，お皿の上にのせたのでしょう。

　○ブラッドレーの請求書を見たお母さんは，なぜ，何も言わなかったのでしょう。

　○お母さんは，0ドルの請求書にどんな思いを込めたのでしょう。

◎ブラッドレーは，お母さんの請求書を見て，どんなことを考えたのでしょう。

　○さし絵③を見て，どんなことを感じますか。

③生活をふりかえり，家族にしてもらっていることや，家族の一員として自分にできることなどを考え，家族にミニレターを書く。
	・母親に対して請求書を書くこと自体への賛否や，内容に関しての意見などを自由に語らせる。

・お金の単位「ドル」について，少し説明を加える。
・ブラッドレーは，彼なりにお手伝いをこなしていたこと，そして，お小遣い欲しさの軽い気持ちで請求書を書いたことをとらえさせる。

・ブラッドレーの行為を精いっぱい受け入れつつ（日ごろから，頭ごなしに叱ったりはしない）も，まちがいには自分で気づいて，心の底からわかってほしいという母親の愛情の現れであることに気づかせる。

・母親の深い愛情を実感するとともに，自分の考え方や行為がまちがっていたことを自覚し涙するブラッドレーに共感させる。

・母親の優しさやブラッドレーの素直な思い，そして，二人の温かい雰囲気を感じさせ，家族のよさをつかませる。
・学級通信などで授業のことを知らせ，家族の人に返事をもらえるようにし，子どもたちの意識や心情を高めたい。



	クリエイティブな授業をするために
・本資料を子どもに持ち帰らせ，お父さんやお母さんに読み聞かせたり，授業の様子などの話などをさせたりして家族団らんの話題としたい。
・家庭での，子どものお手伝いのアンケートを実施し，授業に活用する。


	主題名
	命を大切にする
	内容項目
	生命尊重　3－(1)　　　　　　　　　
	6月

	資料名
	10　ベランダのツバメ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　生きることを喜び，生命を大切にしようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　「いのち」とは，生物の誕生から死までの「生存の持続」を指す。したがって誕生は命のはじめの一歩であり，だれもが喜びを感じる。新しい生命の息吹は生きとし生ける物の出発点である。子どもにとって身近な誕生は，飼育する金魚が卵を産んだ，飼育小屋のハムスターに子どもが生まれた等であり、そのことによってより命の重さを体感出来よう。と同時に「死」も命の終焉として極めて重要である。

　本資料は，学校のベランダでのツバメの巣づくりにかかわるエピソードをまとめたものである。昨年も同様のことがあったものの，子どもが騒いで失敗に終わった。今年はみんなの優しい心遣いで誕生をむかえ，巣立ちに感激した例話である。このことを通して，児童に「生命尊重」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①ツバメについて知っていることを発表する。

　○ツバメについて，みんなでお話をしましょう。

②資料「ベランダのツバメ」を読んで話
し合う。

　○ツバメの巣を見つけたなおみは，どんなことを思いましたか。

　○なおみはなぜ，おじいちゃんやお母さんにツバメのことを話したのでしょう。
　◎一分間スピーチで，なおみが一番言いたかったことはなんでしょう。

　○前田先生はなぜ目を細めたのでしょうか。ノートにまとめましょう。

③これからの自分を考える。

　○「生命尊重」の事例にかかわる教師の説話を聞く。
	・日本では，稲の栽培などで害虫を捕食する益鳥として古くから大切にされた。ツバメを殺したり巣や雛に悪戯することを禁じ，農村部を中心に大事にしている。江戸時代にはツバメの糞は雑草駆除に役立つとされ，また栄巣は商売繁盛の印で縁起がいいなどの説もある。現在はダニなどの被害であまり歓迎されない。

・文学作品等でも燕が頻繁に登場する。それほど人とのかかわりが深かった。

・野鳥の生態などなおみにとっては，とても興味深いに違いない。また，こんなところに巣をつくり，家族が出来るという誕生の喜びもあったのだろう。

・大人の経験を参考にしようと感じたに違いない。母は素直に喜んだが，祖父の真意は何だったのだろうか。疑問が残る。

・あしたのスピーチを想定させることも意味があろう。

・ツバメの誕生と巣立ちを，自分のことのように素直に喜ぶなおみの気持ちが，スピーチに表現されている。

・担任教師もなおみの素直さや生命を見つめる心が嬉しかったのだろう。「やさしくてやわらかいはく手」にそれが表れている。

・今までの自分をふりかえり，「生命尊重」の気持ちを大切にした生き方の自覚とともに，教師の経験にもとづいて，実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・勤労生産活動等の時間を用いて，動植物の気持ちになって「生命尊重」の在り方を，実践することも考えられる。

・学級での飼育活動(熱帯魚や金魚)を通して，みんなが一つになれるような優しい気持ちになるためにはどうすればいいか等を，真剣に話し合ってみることも学級経営として重要である。


	主題名
	地域のよさを大切に
	内容項目
	愛国心　4－(6)
	6月

	資料名
	11　ガラスの風りん
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	日本の文化・伝統に関心をもち，地域に受けつがれたもののよさを大切にしようとする心情を深める。

	主題設定

の理由
	　この期の子どもたちは，ふだんは国のことや日本の文化・伝統についてことさら関心をもつことは少なく，昨今の西洋的文化に親しんでいるせいか，日本の伝統的な文化である歌舞伎や能・雅楽などを見聞きしても，何か違和感や奇異な感じを抱くことも少なくない。

　自分のごく身近なところにも，日本の伝統的なよさやすばらしさがあるということや，その中に息づく先人たちの思いや日本人の心に気づかせることが大切である。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①日本の夏のイメージについて自由に発表する。

　○「日本の夏」というと，どんなことが頭にうかんできますか。

②資料「ガラスの風りん」を読んで話し合う。

　○いくら挑戦してみても風鈴の形にならないことを知ったぼくは，どんなことに気づいたのでしょう。　

　○「夏にぴったりの日本人のちえね。」と言うおばさんの話を聞いて，ぼくはどう思ったのでしょう。　

　◎「ぼくには，とう明なガラスの風りんが，何か生きもののように思えた。」のはどうしてでしょう。　

　

③身近に，古くから受けつがれているものがあるかを探し合い，「伝統の力」について考える。

　○自分たちのごく身近なところに，今まで気づかなかった日本の伝統のよさやすばらしさはないか探してみましょう。
④教師の説話を聞く。

　○日本の伝統や自然，文化，風俗・習慣などのすばらしさがごく身近なところに今でも脈々と息づいていることの話をする。
	・夏のイメージについて自由に発表させ，資料への興味・関心をもたせていく。　　　　　　　

・風鈴の実物を用意しておくとよい。
・主人公のぼくが心に抱いたことを中心に話し合いを深めていく。

・風鈴は長年のなれと伝統の力から生まれる，というおじさんの言葉や笑顔に注目させる。

・「こんなみ近なところで，日本の夏を作っているのか……。」と日本人の心に気づいていく主人公に注目させる。

・主人公のぼくが，ガラスの風鈴にどのような気持ちを抱いたか，時間をかけて考えさせる。

・ほおずき市やあさがお市などは，四季の風物詩として子どもたちにも馴染み深いものである。　　　　
・地域の伝統的な産業や文化，そこに息づく日本人の心などにふれさせたい。また，地域の人材を活用し，話を聞いてもよい。



	クリエイティブな授業をするために
・ほおずき市やあさがお市など，それぞれの地域には昔からの伝統行事やお祭りなど脈々と息づいているものがある。総合的な時間や社会科などの地域学習と関連させて，地域とのふれ合いや愛着を深めさせていく。



	主題名
	働くことの喜び   
	内容項目
	勤労　4－(2)　　　　　　　
	7月

	資料名
	12　お母さんの朝市
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　働くことの大切さや喜びを知り，進んで働こうとする態度を養う。

	主題設定

の理由
	　自分の仕事に対して誇りと喜びをもち，働くことの意義を自覚し，生きがいをもって仕事に取り組むことが大切である。働くことは，単に自分が生活していくためだけではなく，自分に課された社会的責任を果たすという意味においても重視する必要がある。

　働くことの楽しさや喜びの体験を積むことによって，力を合わせて仕事をすることの大切さを理解し，進んで働こうとする態度を育てる必要がある。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①お手伝いをした時の経験を話し合う。

　○どんなお手伝いをしていますか。やっているとき，やり終えたとき，どんな気持ちがしましたか。

②資料「お母さんの朝市」を読んで話し合う。

　○仕事で疲れているのに，父も母も畑仕事にいっそう熱を入れている様子を見て，わたしはどんな気持ちだったでしょう。

　○朝市での母の元気な声を聞くわたしはどんな気持ちでしょう。

　◎「うちで食べるんじゃないの。……おきゃくさんが……作ってきてちょうだい，と言うのよ。」という話を聞いたわたしは，どんな気持ちになったでしょう。

　○今，わたしはどんなことを考えているのでしょう。

③仕事をしたことについて発表する。

　○進んで仕事をしたことがありますか，また，そのときの気持ちはどんなだったでしょう。

④教師の説話を聞く。
	・今までにやった仕事を思い出させ，そのときの気持ちも発表させることにより，本時のねらいとする価値への方向づけをする。
・朝市に店を出すようになってからの様子の変化をおさえることにより，題意を意識させ，資料名を板書する。

・朝市が母親にとってどんなものなのか考えさせる。

・「そこまでしなくてもいいのに。」というわたしの気持ちに共感させ，多様な考え方を引き出していく。

・母親が真剣に仕事に取り組む姿，その中から味わう成就感，さらに人とのかかわりを大切にしている様子を感得させていきたい。　

・進んで仕事をした後のすがすがしい気持ちを思い起こすことにより，働くことの大切さに気づき，進んで仕事をしようという心情を育てる。

・ささやかな仕事でも，続けることの大切さを強調することも考えられる。

	クリエイティブな授業をするために
・勤労感謝集会では，学校で働く人々に対して手紙や寄せ書きなどを贈ることが多い。さらに，家族や地域で働く大人の姿に目を向けさせながら働くことの意義をとらえさせていく。


	主題名
	友達は喜びを倍にする
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)
	7月

	資料名
	13 ぼくの力は二ばいだぞ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	友達と仲よくし，助け合おうとする態度を育成する。

	主題設定

の理由
	　「友情」で結ばれた友は，共感や信頼にもとづいてお互いに相手のことを思い，たとえ離れていても決して裏切ることのない味方である。友達の関係は信頼度の深化によって，知り合い→仲間→親友→運命の友といった段階も考えられ，相互関係の変化や出来事，体験の質によって変遷するのであろう。もし運命の友に出会えたならば，人生は幸せである。

　本資料は，東日本大震災での転校生のエピソードであり，さまざまな出来事を通して新しい学級・学校に少しずつ適応していく経緯を示している。新しい仲間に馴染んでいく姿と前の学校の友の関係を通して，児童に「信頼・友情」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①転校した経験を発表する。

　○あなたは転校したことがありますか。あったらお話ししてください。

②資料「ぼくの力は二ばいだぞ」を読んで，話し合う。

　○お父さんとお母さんから転校のことを言われたとき，翔太はどう思いましたか。

　○黒板に文字が書かれていたときの翔太は，どんな思いだったでしょう。

　◎前の学校を思い出すことのある翔太は，本当は何を思ったのでしょう。
　○ぼくの力は二倍だぞと思う翔太をどう思いますか，ノートにまとめましょう。

③これからの自分を考える。

　○「信頼・友情」を大切にするための教師の説話を聞く。　
	・福島の転校生については特に配慮が必要である。「フクシマ」を安易に用いるかどうかについても，慎重な態度が求められよう。

・転校生問題は大変難しいことである。たった一人のために，今まで培ってきた学級の人間関係や集団づくりが瓦解しないとも限らない。特に外国人の転校生は慎重にしなければならない。今まで育ってきたバックボーンの違いが事態を複雑にしよう。また転校生にとっても不幸なケースが多い。

・第一印象が重要である。転校生の迎え方，座席の場所，だれを隣近所に配置するか，取りあえずの教科書の対応，ロッカー・靴箱等々配慮すべきことがかなりある。それでも転校生にとっては，少しのことで不満が鬱積する。

・資料では妹・美紀には触れていない。話し合いの状況によっては，美紀を取り上げることで展開に深みが増すかもしれない。

・先生について，資料ではあまり触れられていないが，話し合いの状況によっては，山崎先生を取り上げることで展開に深みが増すかもしれない。

・前の学校の友達とも連絡は続いていた。情報交換によって気持ちが癒されるのだろう。また同様に，ほかの地域に転校した友達との交流もあっただろう。

・前の学校と新しい学校との，双方の友達から力をもらっているとの発想を，子どもたちはどのように理解するのであろうか。算数のように1＋1＝2になるものなのかどうかについても，子どもの発想を確認して欲しい。

・「信頼・友情」に関した説話をもとに，児童に今までの友達観をふりかえらせるとともに，価値を自覚させる場を構成する。

	クリエイティブな授業をするために
・転校生にかかわるロールプレイを行い，プレイヤーとギャラリーたちの話し合い時間の確保に努める。

・嫌いな転校生やひょうきんな転校生の事例研究の時間を確保し，転校生をどうすればクラスに早くなじめるか等についてみんなで考え，深化することも重要である。


	主題名
	尊敬するおじいちゃん
	内容項目
	尊敬・感謝　2－(4)
	9月

	資料名
	14　おじいちゃんのひみつ
	出　　典
	編集委員会編 　　　　　　　　　　 3年
	

	ねらい
	　自分たちの生活を支えてくれている高齢者に，尊敬と感謝の気持ちをもって接しようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　高齢化社会が進むなか，実際に日常生活で児童が高齢者と身近に接する機会は少ないが，今の豊かな社会生活を支えてくれているのは，先人である高齢者の力が大きい。

　高齢者の努力によって今の生活が成り立っていることや，人生の先輩としてのさまざまな知恵に学ぶべきことが多いことなどに気づかせながら，尊敬と感謝の気持ちを育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①家庭や学校，地いきで，自分がどんな人たちに支えられて生活しているか，考えてみましょう。

②資料「おじいちゃんのひみつ」を読んで話し合う。

○毎朝，公園に行くおじいちゃんのことを，わたしはどう思いながら見ていたのでしょう。

○公園に行き，おじいちゃんたちの様子を見たわたしは，どんな気持ちからお手伝いをすることにしたのでしょう。

○なぜ，いつも見慣れた公園が違って見えてきたのでしょう。

◎おじいちゃんのような大人とは，どんな人のことでしょう。

③日常生活の中で，食べたり，使ったりするものをつくっているのはだれなのか，考えてみましょう。
	・自分を支えてくれている人を思い出させる。特に高齢者を思い出した場合，その人の気持ちを考えさせることで，本ときのねらいとする価値への方向づけをする。

・毎朝公園に行くおじいちゃんに対して，疑問や興味をもったことに気づかせたい。

・おじいちゃんたちの様子を見て，自分でもできることがありそうだとわたしが手伝いを実践する姿をとらえさせたい。

・公園をきれいにするおじいちゃんの気持ちを知り，自分も手伝ったことで，今までの公園と違った見方になったことに共感させたい。

・自分の身近な高齢者のことも考えさせたい。

・この詩を通して，直接接していなくても，日常生活の中にも自分を支えてくれている人がたくさんいることに気づかせたい。



	クリエイティブな授業をするために
・身近な高齢者の話を直接聞くことで，今の私たちの生活を支えてくれている人々はたくさんいるが，高齢者の力も大きいことを実感させることができる。
・社会科や総合的な学習で地域の高齢者に話を聞く機会の前後に，本時の授業を関連付けて設定してもよい。


	主題名
	友達への感謝   
	内容項目
	礼儀　2－(1)　　　　　　　　　
	9月

	資料名
	15　かりたかさ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　礼儀の大切さを知り，感謝の気持ちを真心で表すように努める態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　社会生活を円滑に楽しく過ごすためには，相手の立場を理解し，感謝の念をもって行動することが大切である。しかし，現実には，「ありがとう」「どうも」の言葉すら失われつつある。核家族化や少子化によって豊かになる反面，過保護にされ，相手を大切に思う心が育っていないのがその原因の一つである。

礼儀の心とは，相手を敬う心であることをこの時期の子どもにとらえさせ，礼儀の態度化を図りたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①友達にものを貸してあげた経験について話し合う。

○友達に何か貸してあげたとき，どのように返してくれましたか。貸してあげてよかったと思ったことと，困ったことの両方を発表してください。
②資料「かりたかさ」を読んで，ものを借りるときや返すときの礼儀について話し合う。

　○三人の友達が，傘を借りるときは，どう思ったでしょう。傘を貸す京子さんは，どんなことを思ったでしょう。

　○きぬ子さんが傘を持ってきたとき，京子さんはどう思ったでしょう。二人の気持ちを言葉で表してみましょう。

○とし子さんとお姉さんは，どんな気持ちで傘を返しにきたのでしょう。京子さんは，そのときどう思ったで

しょう。

　○のぶ子さんは，なぜ次の日に，傘を返しにきたのでしょう。京子さんは，そのときどう思ったでしょう。

　○京子さんは，今までどんな返し方をしていたのでしょう。また，みんなは，どんな傘の返し方をしていたか思い出してみましょう。

　◎人にものを貸したとき，どのように返されるのがうれしいですか。

③友達の作文（教師の説話）を聞く。

　○友達の作文を聞いて，礼儀の大切さについて考えてみましょう。
	・子どもの日常をよく見たり，ものを貸して返してもらったりしたときのことについて調査し，その結果について話し合ってもよい。

・よくない返し方についての発表は，個人を傷つけないように配慮したい。
・さし絵を参考にしながら，ものを借りるときの望ましい態度について考えさせる。

・早く返さないと，傘が必要になったら困るだろうという思いやりと感謝の気持ちをとらえさせる。

・すぐ使えるように乾かしてたたんであった心づかいも，感謝の気持ちの表れであることをとらえさせる。

・さし絵を参考にしながら，二人の思いをつかませる。

・自分の傘の返し方についてふりかえらせると同時に，三人の返し方のよさに気づかせたい。

・貸した人の立場になって考えること，感謝の気持ちを表すことが大切であることに気づかせる。　

・相手を敬う心の表れた作文がよいが，適当なものがないときは，教師の説話でまとめる。

	クリエイティブな授業をするために
・あいさつや言葉づかいなど身のまわりにある礼儀について考えさせる。
・「親しき仲にも礼儀あり」「言葉は心の使い」などのことわざなどを用いて，礼儀の大切さに気づかせ
ていく。


	主題名
	怠け心をのり越える
	内容項目
	勤勉・努力　1－(2)
	9月

	資料名
	16　おうえんだん
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	自分で決めたことは最後までやり抜く意欲を育てる。

	主題設定

の理由
	　自分で決めたことは，責任を持って最後までやり抜かなければならないのは当然である。しかし，ときにはこれは辛いものである。困難にぶつかれば何かと理由をつけて引き延ばし，当初の意欲も失われ，目先の違う事柄に逃げ込んでしまう。我々大人でもこの怠け心は生じがちである。資料「おうえんだん」はまさにこの問題を提起していよう。展開にあたっては，だれにでも起こりがちな事柄との理解のもと，優しく温かく指導したい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①学級の代表になって活躍したときの経験について話し合う。

○委員会活動や係の代表になって活動したときに，よかったと思ったことと，困ったことなどを発表しましょう。
②資料「おうえんだん」を読んで話し合う。

　○けんたくんがやってみたいと思ったきっかけは，どんなことだったと思いますか。

　○けんたくんはなぜ，つかれはててしまったのでしょう。

○朝練習が始まったことをどう思いますか。

　◎ねぼうして練習に参加できなかったときのみんなの言葉から，けんたくんはどんなことを感じたのでしょう。

③けんたくんの今の気持ちをワークシートにまとめる。

　○けんたくんの決心を，ワークシートにまとめてみましょう。
	・子どもの日常生活の中から，適切な事例についておさえておく。

・困ったことなどネガティブな事柄については十分配慮すること。

・だれにでもこうした気持ちは起こりうることである。

・応援団にあこがれていたことをおさえる。

・かっこよさだけだったのかどうかも，吟味しておくとよい。

・見ていたときと，実際に中へ入って行動するときとのギャップ。

・朝練習の話を聞いたときに，嬉しさや喜びよりも心配が先立っていたことを確認する。

・みんなに怒られると思っていたにもかかわらず，やさしい言葉をかけてもらったことで，何かが見えたことをおさえておく。

・とくにみゆきさんの励ましがうれしかったこと。

・応援団以外にも日々の生活に広げて書いた子どもを称賛する。

	クリエイティブな授業をするために
・「怠け心の正体は何だろう」「怠け心は自分のどこにすんでいるのだろう」などのテーマを設け，みんなで自由に話し合う時間を設定することも有効である。その際，怠け心を克服した先人の手段・方法等について具体的にまとめておくとよい。


	主題名
	日本の心を大切に
	内容項目
	愛国心　4－(6)
	9月

	資料名
	17　気もちのいい国
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　日本人の心のよさに気づき，気持ちのいい国にしていこうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	人間はどこかの国家の所属員として生まれてくる。国土や同胞に親しみを感じ，伝統的な文化を大切にするということは，よりよい国家を築くうえで大切なことである。明治以来，日本は，西洋文化に親しむその一方で，日本の伝統的な精神文化への関心が希薄になってきた傾向がなきにしもあらずである。改めて日本の精神文化のよさに気づかせながら，住み心地のよい，気持ちのいい国にしたいという心を育てていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①日本の国のいいところについて発表する。

○みんなの住んでいる日本のいいところって，どんなところですか。

②資料「気もちのいい国」を読んで話し合う。

○インターネットで調べていた正太くんに「かなしいだけでなく，言いようのないいかりがこみ上げてき」たのはどうしてでしょう。

○正太くんはどんな気持ちで，「何かへんだよね。」と言ってお父さんに知らせたのでしょう。

○お父さんは，どんな気持ちで「本当にこまったもんだ。」と言ったのでしょう。

◎モースの話を聞きながら，正太くんが「気もちのいい日本にしたいなあ」と考えたのは，どんな気持ちになったからでしょう。

③モースにメッセージを送る。

④教師の説話を聞かせる。　　　
	・日本の国のいいところを自由にあげさせ，イメージをふくらませる。

・変な泥棒の新聞記事などを事前に用意して子どもに提示するとよい。

・思いもかけない意外な泥棒に気づかせる。

・正太くんとお父さんとのやりとりの場面を役割演技し，二人の憤りの気持ちに共感させる。

・米泥棒の新聞記事を用意して，少し詳しく説明してやるとよい。

・モースについて簡単に説明する。

・モースの話から，当時の外国人から見た日本のすばらしさに気づかせていく。

・簡単な吹き出しを用意するとよい。

・モースの話を聞かせてもよい。『日本その日その日』より。

	クリエイティブな授業をするために
・インターネットを活用し，子どもたちにも「へんなどろぼう」のことについて調べさせるとよい。また，モースについても調べさせると，外国人から見た日本や日本のよさについて意外な発見をするにちがいない。


	主題名
	美しいものに感動する
	内容項目
	敬けん　3－(3)　　　　　　　　　　
	10月

	資料名
	18　ぼくのまわりに
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　人間の力を超えたものとのかかわりを通して，美しいものや，気高いものに感動する心情を高める。

	主題設定

の理由
	　人間は本来，美しいものへの憧れや崇高なものへの畏敬の念といった豊かな感性をもっている。しかし，今日，人間を取り巻く環境は複雑多様化し，静かに自己を見つめる機会やゆとりが少なくなってきている。また，自己本位的で物質本位の考えに流されがちである現代社会において，今，きわめて大切なことは，人間本来の根源的な生き方への問いであり，とりわけ人間を超えたものに対する畏敬の念をはぐくむことである。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①流れ星を見た経験や，星について知っていることを発表する。　　　　　　　　　　　　　　　

　○自分の目で実際に流れ星を見たことはありませんか。そのとき，どんな気持ちになりましたか。

②資料「ぼくのまわりに」を読んで話し合う。　　

　○ぼくは，星を見るたびに，なぜ，「うちゅうをうごかしているのは，だれなんだろう。」という思いがわいてくるのでしょう。

　◎淡い夢のような光は，ぼくにどんなことを語りかけているのでしょう。

　○窓の外の真っ赤な夕焼けを見て，ぼくは，どんな不思議な思いにかられたのでしょう。

　

③自分の周りを見て，「不思議な気持ち」になったことはないか考える。

　
④教師の説話を聞く。

　○考えれば考えるほど，世の中は不思議に満ちていることを語りかけ，敬けんな思いをいだかせる。
	・星に関心の深い子どもがいる場合には，自由に語らせてもよい。　　

・「獅子座流星群」については写真などを提示して，簡単に補説し興味・関心をもたせるとよい。　
・夜空を見上げる主人公の様子を想像させながら，神秘な思いにかられる主人公の姿に共感させていく。

・星のまたたきがまるで自分にささやいてるように感じる。そのささやきの中身を，主人公の心の中の宇宙に問いかけ，時間をかけ存分に想像させていきたい。　　　　

・広大な宇宙の，大きな動きのなかで今，自分がこうして生きているという不思議さを感得させる。　

・ごく身近なものに注目させるとよい。　　　　　
・ささいなことでもいいから，今まで気づかなかった不思議さについて語りたい。［ＢＧＭ活用］

	クリエイティブな授業をするために
・天文好きな子どもを大きくクローズアップさせるなどして，子どもたちの宇宙への興味・関心をふくらませていく。
・宇宙や大自然の不思議さにふれて感動した経験を話し合う。


	主題名
	くじけない心
	内容項目
	勤勉・努力　1－(2)　　　　　　　　
	10月

	資料名
	19　漢字ちょ金，
一〇〇〇ポイント
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　自分でやろうと決めたことは，粘り強くやり遂げようとする意欲を育てる。

	主題設定

の理由
	　日本人のよさの一つに「勤勉」が指摘される。外国人は日本の戦後復興に，勤勉・努力が大いに関係すると見た。だが，戦後約70年過ぎた今日，残念ながら「勤勉」は忘れ去られてしまった。一生懸命に汗を流して努力する姿は，今の若者からは格好の悪い遅れた考えと見られがちである。だが，上手に立ちまわり幸運をつかもうという考え方は危うい。今こそ「勤勉・努力」への回帰が求められよう。

　本資料は，漢字の習得方法に「漢字貯金」を導入し，1000ポイントを目指すエピソードにもとづくものである。友達に先を越された主人公が，少しずつ努力し漢字練習に目覚める姿は，児童に「勤勉・努力」のよさを教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①漢字練習が，好きか嫌いかについて発表する。

　○漢字練習は好きですか？　意見を発表しましょう。

②資料「漢字ちょ金，一〇〇〇ポイント」を読んで，話し合う。

　○漢字が苦手なこうたをどう思いますか。
　○300ポイントを越えたさとしを，こうたはどう思ったのでしょう。
◎なぜこうたは，書き終えた漢字練習帳を見て，うれしさがこみ上げてきたのでしょう。
○こうたには，なぜ漢字がキラキラ輝いて見えたのでしょう。ノートにまとめましょう。

③これからの自分を考える。

　○何かに努力するには，どのようにしたらよいかについて，教師の説話を聞く。


	・貯金とは，ゆうちょ銀行，JAバンク，JFマリンバンクに金銭を消費預託することを指す。大手銀行や地方銀行にお金を預けることは「預金」といい，「貯金」とは言わない。もともとは，貯蓄を目的とするものは貯金，決済を目的とするものは預金と呼んだといわれる。だが，一般人はあまり厳格な使い分けをしていないと感じる。

・学校現場では，ご褒美シールやポイント制等が子どもに効果的だと考え，過剰な実施実態が見られる。がんばりが見えると評価する保護者も多いが，そんな実態を批判的に見る親もいる。正式に先生方で議論を尽くした学校は少数で，学級担任裁量での実施が多い。これらのご褒美作戦は「努力が先か，ニンジンが先か」の葛藤で，残念ながらご褒美作戦が幅を利かせている。

・さとしの変身に驚き，羨ましくも悔しくもあっただろう。だが，さとしの漢字は力強く，こうたは圧倒されたようである。

・こうたは，時間が三倍かかっても字体がしっかりしてきたので，次第に自信がついてきたのであろう。
・先生が笑顔でこうたを認め，スペシャルボーナスをくれたので，とても嬉しかったに違いない。一生懸命が五ポイントになったことで自信につながった。
・先生のポイント制による「漢字貯金ポイント」は成功したといえる。しかしいつまでこの手法が，子どものニーズに合致するかの見極めが難しいだろう。発達段階によって次の教育方法を考案しなければならない。

・今までの自分たちをふりかえり，望ましい努力の在り方を探ることで「勤勉」を自覚させ，教師の経験にもとづいて「努力」の実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・「勤勉・努力」に成功した例，失敗した例をロールプレイし，話し合い時間の確保に努めることが大切である。

・「勤勉・努力」の事例研究会をもち，どうすれば自分で，一生懸命に何かに取り組めるのか等について考え，深化することも重要である。


	主題名
	毎日が宝物
	内容項目
	個性の伸長　1－(5)　　　　　　　　　　
	10
月

	資料名
	20　長岡の花火
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　毎日の生活のなかで，自分でこれはと気づいたよいものを，自ら伸ばそうとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　自分の特徴を知るには，日常生活での客観的自己観察，自己発見が大切である。そこから，自分の長所・短所が見つけられる。同時に，長所は短所に，短所は長所にもなり得る。そこで個性の伸長は，自己の善性に気づき，内側・外側からのあらゆる刺激によって，自らが形成するものであり，その意味からすると毎日の営みこそが宝物であるといえよう。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①自分の特徴や好きなことなどを話し合う。
　○好きなスポーツや趣味，好みやがんばっていることは何ですか。
②資料「長岡の花火」を読んで話し合う。

　○山下さんは，なぜ日本のゴッホといわれたのでしょう
　○なぜ，たくやは山下清のはり絵を見て，サッカーのことを考えたのでしょう。
　◎おじいちゃんはなぜ，ニコッとわらったのでしょう。
　○たくやは，絵を前にしてどのようなことを決心したのでしょう。
③今までの自分の生活をふりかえる。
　○今までに，自分のよさを伸ばそうと思ったことはありませんか。
④「汝自身を知れ」を聞く。
	・「学級の雰囲気・特徴」などのエンカウンター的なアプローチも考えてみたい。
・学級の特色，カラーなどを発表させ，本時のねらい（個性の伸長）の価値への方向づけとする。
・ゴッホの作品や人柄などをまとめ，掲示することも考えられる。

・好きなことの共通点をとらえたのだが，この発想ができたことがたくやのすばらしいところである。
・環境の変化，日常生活の変化をたくやが理解したことに注
目。
・孫の悩みを本当に理解し，応援しようとする優しい気持ちをおさえたい。
・山下さんへの共感と，自分のよさを伸ばそうとする決意。
・自分には何かができるとのセルフ・コンピテンスに注目する。
・たとえ小さな行為でも，認め，称賛する。
・古代ギリシア，デルポイ（デルフォイ）のアポロン神殿に掲げられていた銘文。児童には理解しにくいが，「今はわからなくてもいいから……」などという言葉を添えながら提示してもよい。

	クリエイティブな授業をするために
・「長岡の花火」の鑑賞から導入してもよい。
・自分という字の「自」を分析すると「鼻」の象形文字であることから，顔の真ん中の鼻（自分では見えない）の意味をみんなで語り合う時間をとることもおもしろい。


	主題名
	困っている人に親切に
	内容項目
	思いやり・親切　2－(2)
	10月

	資料名
	21　どうしよう
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　相手のことを思いやり，進んで親切にしようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　「親切」とは，相手の身になり思いやりをもって人のために尽くすことである。「親を切る」は妙だが，「親しい」は「身近に接する」の意で，「切る」は刃物をじかに当てる、すなわち「行き届く」の意，つまり「身近に寄り添い行き届くようにする」が元来の意味となる。結局，近くに寄って相手の望むことを実際に行わなければ，親切とは言えないことになり，実際には案外難しいことでもあろう。

　本資料は，兄弟でゲームソフトを買いに行く途中，ショップ近くで困っているおばあさんに出会い，兄は手伝うが，弟のあきらはゲームが買えなくなるとやきもきするという例話である。兄弟の考えや行動をめぐって，児童に「思いやり・親切」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①ゲームについて発表する。

　○ゲームについて何か困ったことなどありますか。お話しして下さい。

②資料「どうしよう」を読んで，話し合う。

　○あきらがゲームを楽しみにしていることをどう思いますか。

　○おばあさんが困っているのを見て，あきらはどうしたでしょうか。

　◎お兄ちゃんが手伝うのを見て，どう思いましたか。

○迷ったあきらは，結局どうしたと思
いますか。ノートにまとめましょ
う。

③これからの自分を考えながら，教師の説話を聞く。

　○思いやり，親切にするためにはどうすればよいかについて，教師の説話を聞く。
	・この期の子どもがゲーム依存症に陥らないように，あらゆる手段を用いて防がなければならない。その第一ステップは「依存症だとの自覚」といわれる。つまりゲーム時間の実態把握が必要となる。長くても一日1時間程度としたい。

・現在はPCやスマートフォンでのオンラインゲームが主流であり，ゲームを買いに行ったのは一時代前のことである。親が放任しているとゲーム時間を偽る癖がつくので注意しなければならない。ゲームを制限したとき，いらいらしたり，感情的になったりするといった反応が見られたら，中毒症状は進行している。

・兄は，おばあさんに対し親切に対応しているので依存の度合いは低いが，あきらはゲームが気になって仕方ないので，依存症の疑いがあると思われる。

・兄は，ゲームという仮想世界よりも，困っているおばあさんの方に関わることができている。一方あきらは，仮想空間に心が向いており、問題である。
・話の続きは個々の児童の依存度合いによって決定される。素直に心が開示されるよう配慮しつつ，今後の児童理解・生徒指導に努めなければならない。

・何かにとらわれていると，ことの本質や大事なものが見えなくなるものである。原点に立ち戻って本質を追及する構えを育てなければならない。

・「思いやり行動」「親切心の発揮」は実際には案外難しい。教師の経験にもとづいて説話し，児童に人間の行動の本質を考えさせることが大切である。

	クリエイティブな授業をするために
・「情けは人のためならず」の発想にもとづく具体例を話し合い，実践に移すにはどうすればいいかを考える時間の確保も重要である。

・思いやりで失敗した例，成功した例をそれぞれロールプレイし，親切心の自覚をもたせるとともに，実行に移す態度を養うことが大切である。


	主題名
	新しい友達
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)　　　　　　　　
	11月

	資料名
	22　はじめてのグループ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　互いに相手を理解し，信頼し合って友情を深めていこうとする心情を高める。

	主題設定

の理由
	　相手を思いやり大切にしようとする心や，人を信じ裏切らないことの大切さに気づかせたい。しかし，ややもすると人は表面的な仲むつまじさだけで自分のことしか考えられず，大切な友を失うこともよくある。そこで友の向上を願って，ともによりよく生きようとする気持ちが真の友情を育てることに気づかせるとともに，だれに対しても思いやりと誠実な態度で接することから，信頼・友情が成り立つことをわからせたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①クラスがえをして新しい友達と出会ったときの気持ちを発表する。

　○クラスがえをして，新しい友達と出会ったとき，どんな気持ちがしましたか。
②資料「はじめてのグループ」を読んで話し合う。

　○わたしは，グループで初めて一緒になる友達に対して，どんな気持ちだったでしょうか。

　○わたしが丸太を無事に渡り終わったときに，グループの友達が喜んでくれたのを見て，わたしはどんな気持ちだったでしょう。

　◎お弁当のとき，わたしはどんな気持ちで食べていたでしょうか。

③友達の大切さ，すばらしさを自分の体験をもとにしてワークシートに書く。
④格言「友は悲しみを半分にし，喜びを倍にしてくれる。」を示す。
	・クラスがえがない場合は，班がえなどで状況設定するとよい。

・期待や不安など，さまざまな思いを自由に出すようにする。しかし，特定の子の名前を出すようなことがないよう配慮する。
・クラスがえのときの子どもの気持ちと，わたしの気持ちとが似ていることに気づいた子どもを評価する。

・友達の優しさを実感するわたしや，仲よくできるかどうか反省しているわたしに気づかせたい。　

・友達に対する不安や心配，自分の一方的な見方の反省から，友達のすばらしさ，信頼，これからの明るい希望などへ気持ちが変化していく様子を板書などの工夫で気づくようにしたい。

・知識だけをもとにして考えた言葉よりも，実際に体験したことを子どもの言葉で書かせたい。

・事前にアンケート調査をしてもよい。
・「○○便り」などを通じ，家庭でも話し合う機会を投げかけ，連携の一助としたい。

	クリエイティブな授業をするために
・友達のよいところをカードに書いて，お互いに見せ合い，交換し合う。
・日常のグループを見直し，みんなが仲良くしていくには，お互いに誠実な心をもって交わることも大切であることに気づかせていく。


	主題名
	公共のマナー
	内容項目
	公徳心　4－(1)　　　　　　
	11月

	資料名
	23　音のこうずい
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　きまりを守り，公徳心を大切にする心情を育てる。　

	主題設定

の理由
	　本資料では一人の小学生が公共の電車内の音について問題提起をしている。音は単なるモノではなく，空気振動の疎密波，音圧変化であり，他人の神経を逆なでする。もちろん音は手に取ることはできないので，この問題を難しくしている。いっそ空気をなくしてしまえば音圧被害からは救われるがそれは無理である。小学生の問題提起は，みんなの知恵でいかに解決していく今日的課題でもある。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①電車などの公共の場の問題点を話し合う。

　○電車に乗っていて，困ったことはありませんか。

②資料「音のこうずい」を読んで話し合う。

　○一人でブツブツつぶやくお年よりを，ぼくはどんなふうに思ったでしょう。

　○シャカシャカさせている大学生のことは，どう考えましたか。

　○なかなか終わらない携帯電話の女の人のことは，どう思いますか。

　○パソコンを打っている男の人のことは，どう思いましたか。

　◎「ここをどこだと思っているんだ」には，どんな気持ちがこめられているのでしょう。

③ぼくは何を考えこんだのか，ワークシートにまとめる。

　○ぼくが本当に考えこんでしまったことを想像し，気持ちよく電車に乗るための方法も考えながら，ワークシートにまとめよう。
④教師の説話を聞く。
	・電車の中では，互いに見知らぬ人同士なので，ちょっとしたことがとても気になることがある。

(単独乗車時などは自己中心の思考に傾きがちで，その気持ちがいっそう強くなろう。)

・変な空気の正体をみんなで考える。

・ヘッドホンの音楽は，なぜ気になるかをみんなで考える。

(聴いている人，まわりの人とで立場が違うと何が違うのかも含めてとらえる。)

・携帯電話は，なぜ気になるかを考える。

・パソコンを打っている音は小さいのに，なぜ気になるかを考える。

・行為者は行為に集中するが，周りの人々はそのとき発せられた雑音による違和感に集中してしまう。行為者と周辺者の意識のギャップが問題となっている。

・どうして自分のことだけを電車の中では考えているのだろうか……，をしっかりととらえさせる。

・行為者の行為は，周辺者の意識をくみ取る配慮がどれだけあるかの度合いにより，問題は解消する方向に向かう。

	クリエイティブな授業をするために
・教室内の一画を車内に見たてて，役割演技をさせて話し合わせてもよい。
・事前に携帯電話の着信音や車内アナウンス，パソコンを打つ音，ヘッドホンから漏れる音などを録音し，展開の中で活用すると臨場感が出てくる。


	主題名
	自然のすばらしさ  
	内容項目
	自然愛　3－(2)　　　　　　　　　　
	11月

	資料名
	24　白神山地（1）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　植物が生命を維持させていく仕組みのたくみさやたくましさを知り，大自然のすばらしさを素直に見つめる心を養う。

	主題設定

の理由
	　人は自然との共存によって生きている存在だが，ときとして自然を人間の都合で扱いがちである。しかし人は自然の中で懸命に生きる動植物の姿に接したとき，人間以外の命の存在が人間の命同様に尊いものとも感じる。

　自然の動植物の生態には，人の心をゆさぶるものが数多く潜んでいる。これらを感動を通して知るなかで，自分を含めたすべての命をつつみこむ自然のすばらしさを素直な気持ちで見つめる心を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①ふだん接している身のまわりの植物を思い起こし，植物について感じていること，思っていることを発表し合う。

　○身のまわりにはどんな植物がありますか。あなたはそれを見てどう思いますか。
②資料「白神山地」を読み，登場人物の気持ちを中心に話し合う。

　○ぶなの大木や小さなぶなの木，冬芽を見たみんなは，どんな気持ちになったでしょう。

　○みんなは，どんなことに興奮したのでしょう。

　◎もう一度ぶなに触れたぼくは，どんな気持ちになったでしょう。

③身のまわりの植物について考える。

　○身のまわりにある植物に，力強さや不思議さなどを感じたことはありませんか。
④教師の説話を聞く。

　○身のまわりの植物の生命力の強さやたくみさを感じさせる例について話す。

	・あまり深入りせず，植物に対してもっているイメージを，気楽に発表させたい。
・資料中のぶなの木について簡単に説明しておくとよい。

・大木，小さなぶなの木，冬芽の様子をイメージできるような絵や写真を黒板に示すのもよい。

・大木，小さなぶなの木，冬芽のそれぞれから，力強さ，たくみさ，不思議さなどをおさえたい。

・「新しい世界」をふだんは見過ごしている植物の不思議を目のあたりにできる場としてとらえ，そのすばらしさに興奮しているとしておさえたい。

・大木から感じられる生命力以外にも自由にぼくの気持ちを想像させ，自分の言葉で述べさせたい。

・身のまわりの植物からも生命の息吹きがさまざまな場面で感じられることを，思い起こさせたい。

・資料中の特別な世界以外の身のまわりに目を向けさせたい。

・動物についても植物同様力強くたくみに生きていることにもふれたい。

	クリエイティブな授業をするために
・日ごろから，自然の美しさ，偉大さに感動する心や，自然から謙虚に学ぼうとする心，姿勢を大切に
していく。


	主題名
	自然のすばらしさ  
	内容項目
	自然愛　3－(2)　　　　　　　　　　
	11月

	資料名
	24　白神山地（2）
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　自然の仕組みのすばらしさを知り，自然を大切にしていこうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　人は自然との共存によって生きている存在だが，ときとして自然を人間の都合で扱いがちである。しかし人は自然のなかで懸命に生きる動植物の姿に接したとき，人間以外の命の存在が人間の命同様に尊いものとも感じる。

　自然の動植物の生態には，人の心をゆさぶるものが数多く潜んでいる。これらを感動を通して知るなかで，自分を含めたすべての命をつつみ込む自然のすばらしさを素直な気持ちで見つめる心を育てたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①自然の中に生命を感じたことについて話し合う。

　○生き物の命の大切さを感じたのはどのようなときですか。

　　
②資料「白神山地」を読み，心に残ったことを話し合う。

　○どんなところが心に残りましたか。また，それはなぜですか。

　◎「新しい世界」に出会った「ぼく」たちは，どのような気持ちになったでしょうか。

③自分たちの「新しい世界」探しを行う。

　○校庭にみんなの木の息づかいを聞きにいこう。

　○校庭でみんなの「新しい世界」を探そう。

　○「新しい世界」を探してどのようなことを感じましたか。

　　
④「ぼくの木・わたしの木」を行うことを知らせる。

○校庭や中庭の木の中から「ぼくの木」や「わたしの木」を決めて，木の命が育っていく様子を観察していきましょう。
	・死にかかわるマイナス体験が多いものと思われる。そのときの気持ちをもとに学習課題を設定する。　　　　　　　　　　
・資料を読んで感じたこと，考えたことを，自分の体験に照らしながら自由に語り合うようにする。

・資料中の「ぼく」たちと自分の気持ちを重ね合わせながらねらいとする価値をとらえる。

・「木の息づかい」を聞くためには天気のよい新緑のころがよい。「ぶな」などが聞きやすい。

・「新しい世界」探しは，季節によってさまざまなものが考えられる。秋口から初冬にかけては落ち葉の下を探ってみるといろいろな生物を見ることができる。このほかにもさまざまなネイチャーゲームを取り入れて「新しい世界」との出会いを楽しませたい。

・理科の学習と関連させ，総合的に取り扱うようにする。



	クリエイティブな授業をするために
・校庭の木々や草花の名前やビオトープでつかまえた小動物などを調べて図鑑を作ってみたり，学校の　　
　自然についてまとめてみる。


	主題名
	正直に生きる   
	内容項目
	思慮反省　1－(4)　　　　　　　
	11月

	資料名
	25　かえしたゆびわ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　正直な心をもち，誠実で明るい生活をしようとする態度を養う。

	主題設定

の理由
	　この期の子どもの多くは正直，誠実で，明るく生活している。しかし，ときどき上級生と一緒に，あるいは友達に誘われて，悪いことと知りながら，ごまかしてしまうこと，自己防衛や逃避欲求から，うそを言ってしまうこともある。うそをついたりすることは，一時的にその場をとりつくろえても，心の明朗さ，快活さが失われてしまう。自分自身はごまかせないからである。誠実に生きることの尊さを育てていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①正直に行動してよかったという経験について話し合う。

　○正直に話をして，気持ちがすっきりしたとか，正直に行動してとてもさわやかだったという経験があるか，思い出してみましょう。
②資料「かえしたゆびわ」を読んで話し合う。

　○ダイヤモンドの指輪の入った小箱が見つからなかったときの，若者の気持ちを考えてみましょう。　

　◎若者は，20年間，どんな気持ちで過ごしていたでしょう。若者になって考えてみましょう。

　○主人に「ダイヤモンドのゆびわをかえしてくれたことより，あなたが，正直に話してくれたことのほうが，うれしいのです。」と言われたとき，紳士になった若者は，どんな気持ちだったでしょう。

③自分の生活をふりかえり，ノートにまとめてみましょう。

　○自分が失敗してしまったとき，「ごまかさずにあやまってよかった。」と思ったことはありますか。
④リンカーン大統領の子ども時代のエピソードを聞く。
	・うそをついたり，ごまかしたりしようという気持ちがあったかどうかなどについても，無理をしない程度に話を聞くとよい。
・ダイヤモンドの指輪は高価な品であることをおさえる。

・悩みに悩み，考えに考えた気持ちのゆれを子どもに理解させる。　

・正直に言おうか，どうしようか，そして，逃げるようにして姿を消した人間の弱さをおさえる。

・役割演技をさせ，主人公の気持ちに十分共感させる。

・人の心と心の深い絆の結びつきにふれさせたい。

・自分の気持ちを素直に表す大切さに気づかせる。
・「3年のえらい人の話」（小学館）所収の奈街三郎の作品。


	クリエイティブな授業をするために
・「正直は一生の宝物」である。うそはうそを呼び，“うその雪だるま”となって身動きができない状態に追い込まれることが少なくない。正直に生きることとはどういうことか話し合う。


	主題名
	正直に明るい心で
	内容項目
	正直・誠実，明朗　1－(4)
	12月

	資料名
	26　おじいさんとギンナン
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　過ちは素直に改め，正直に明るい心で元気よく生活しようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　「正直」とは，心が素直で嘘偽りがない清らかなことを指す。これはわが国古来の清明心，きよきあかきこころであり，やましさのない晴れ渡った心をいう。つまり清明心は，神(お天道様)に対し欺くことなく，神の意志と一体となった心とも言える。だが昨今ではこの心が影を潜め，スキあらば人を欺いてでも儲けるといった，いやしき心が幅を利かせている。今こそ古来の心に立ち戻り，日本人のよさ「正直」を取り戻す必要がある。

　本資料は，おじいさんの大切な銀杏にボールをぶつけ，そのまま放置した「ぼく」の失敗事例である。翌朝，正直に謝る「ぼく」を受け入れたおじいさんの姿を通し，児童に「正直・誠実，明朗」の素晴らしさ，よさを自覚させることを願って，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①ギンナンについての興味・関心を高める。

　○ギンナンについて知っていることを発表しましょう。

②資料「おじいさんとギンナン」の話を聞いて，話し合う。
　○おじいさんの大切なギンナンにボールを当て，家にかけこんでしまったぼくは，どんな思いだったでしょう。

　
○「おてんとう様は見ている」と言われたときに，ぼくはどんな思いがしましたか。
　◎ぼくは，体中の力が抜け，軽くなったような気がしたのはなぜでしょう。

③失敗や過ちについて，教師の説話を聞く。


	・失敗対応という子どもにとってはナーバスな学習なので，「失敗したときにどうしましたか」「過ちに対して謝りましたか」等の導入は，子どもに虚偽報告をさせてしまう恐れがあるので避けるべきである。本時ではギンナンから入り，資料への一体化や感情移入を促進することに努めた。

・子どもにとっては臭いのきついギンナンは困りものでしかないだろう。おじいさんも変なものが好きなんだ程度の理解である。
・バラバラに散らばったギンナンを笊に戻すには，臭いがきつ過ぎるので嫌がったとも解釈できる。

・翌朝の早起きで，「ぼく」は謝罪しようと考えていたのだろう。ただどのように切り出すかまでは考えが及んでいなかった。

・「ぼくです」とはっきり告白したことが，おじいさんには潔く見えて，嬉しかったに違いない。

・「かみのけをぐちゃぐちゃって」されたことで，ぼくの緊張は解けたのだろう。翌朝からの大きな声のあいさつは，心が明るくなった証左である。

・ぼくとおじいさんの歳の差はどのくらいなのだろうか。いずれにせよ，その差を超えてよき人間関係や一体感が生まれたであろう。

・今までの自分をふりかえり，自分を率直に見つめ，「正直・誠実，明朗」の価値を自覚するとともに，教師の経験にもとづいて実践の場の拡大を図る。

	クリエイティブな授業をするために
・過ちをしたり，失敗したりした事例をロールプレイにかけ，プレイヤーとギャラリーで話し合いの機会をもつことが大切である。

・「おてんとう様はちゃんと見ている」ことについての作文を書いて，発表することも大切である。その思考を通して，児童に「日本古来の清明心」を教える機会とするとよい。


	主題名
	生命の大切さ 
	内容項目
	生命尊重　3－(1)　　　　　　　　
	12月

	資料名
	27　うさぎのクルル
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　生命の尊さを感じ取り，生命あるものを大切にする心情を育てる。

	主題設定

理由
	　3年生ともなると，生命の大切さは知っているが，生命の尊さを自覚するまでにはいたっていない子どもも多い。反面，現実性をもって死を理解できるといわれる。特に，この期に生命の尊さを感得できるように指導する必要がある。

　そこで，人の生命は一つだけのものであると同時に，すべての営みは生命あってこそ行われるものであり，何ものにも代えることのできない大切なものであることを理解させたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①暮らしのなかで命の大切さに気づいたことを発表する。

　○今までに命を大切にしなければいけないと思ったことがありますか。
②資料「うさぎのクルル」を読んで話し合う。

　○学校に，一羽のうさぎが贈られてきたとき，まい子さんは，どんな気持ちだったでしょう。

○うさぎ小屋の周りに集まっている　かわいい1年生を見ているときのまい子さんは，どんな気持ちだったでしょう。

　○ブルブルと震えるクルルを抱いているときのまい子さんは，どんな気持ちでしょう。

　◎まい子さんは，どんな気持ちになって，クルルに自分の心臓の音を聞かせたのでしょう。

③ニュースなどから，生命が大切だと

思ったことを発表する。

　○ニュースなどから，生命が大切だなあと思ったことを発表しましょう。

④ことわざ「命は，宝の宝」を聞く。
	・全員の子どもに，自分の命について考えさせ，ねらいとする価値についての導入とする。
・以前学校で飼っていたうさぎが死んでしまい，土に返してあげた思い出のあるまい子の複雑な気持ちに十分共感させる。

・いつまでも長生きしてほしいと，うさぎのことを思うまい子の心にふれさせたい。

・生命あるものを人間と同じように大切にしようと願うまい子の気持ちに共感させる。

・自分の生命の尊さを知り，同様に生命あるものすべてを大切にしようとするまい子の心に気づかせる。

・社会のできごとや学校生活，食生活，運動などにも広げ，健康・安全の面からも，生命の大切さを十分おさえる。
・家庭との連携の一助としたい。

	クリエイティブな授業をするために
・ほかの生物の命も自分の命も，ともに同じ命としてつながっていること，人間も自然の一員であり，ほかの生物とともに生きていることを理解させる。
・学校での飼育活動と関連させて，生命尊重について考えさせる。


	主題名
	自立した生活
	内容項目
	節度ある生活態度　1－(1)　　　　　　　　　
	1月

	資料名
	28　自分のことは自分で 
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　自分でできることは自分でやり，よく考えて行動し，節度のある生活をしようとする心情を培う。

	主題設定

の理由
	　「節度」とは，行き過ぎのない程のよさを示す。もともと「節」は竹などの植物の節目であり，節度ある生活とは節目があって程のよい，整然とした生活を送ることを指す。だが実際にはこれが難しい。食べ物一つとっても好きなものは腹一杯食べようとし，金があれば好き勝手に買いまくるのが人の常である。無駄に太った人は節度には縁遠い。抑制が働くならば，節度は道徳的価値にはならない。

　本資料は，常に早く行動しろと母にせっつかれるまなちゃんが，友達の家に行き，計画的に時間を使い，明日の準備を整え，宿題も済ませるえりちゃんに圧倒されるエピソードである。児童に例話を通して「節度ある生活」を教示できると考え，本主題を設定した。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①お母さん(家の人)の口癖などを聞く。

　○お母さん(家の人)の口癖は何ですか。発表しましょう。

②資料「自分のことは自分で」を読んで，話し合う。

　○せっかく早く家を訪ねたのに，待たせるえりちゃんをどう思いますか。

　○ゲームをやろうとしたのに，「もう少し待ってて」というえりちゃんは，何を思っているのでしょう。
　◎「自分でやらないと気持ちが悪い」というえりちゃんを，あなたはどう思いましたか。
○ひっくり返ったランドセルを見たまなちゃんは，何を思いましたか，ノートにまとめましょう。

③これからの自分を考える。

　○「節度ある生活態度」を大切にするにはどのような心掛けが必要かについて，教師の説話を聞く。
	・お母さんは，我が子のよき成長・発達を望んで，さまざまな希望を述べるものである。ときにはそれがうるさく感じたりもしよう。しかし，親ならではのものもあろう。「早く○○して欲しい」も，日常のあたりまえの要求である。

・何歳くらいまでそのようなことを言ってくるのだろうか。せいぜい小学校3，4年生くらいまでではないか。「節度」は「自律」と極めて関係が深い。

・えりちゃんに何で待たされるのかが理解できずに不快だっただろう。だが，忙しそうに動き回るので不思議でさえもあったと思う。

・友達とのゲームよりも学校の宿題を優先しているのは，凄いことだと感じた。洗濯物の処理も家族の一員としての自覚から取り組んでいる。

・『自分のことは自分でやりなさい』が，一種の家訓となっているのだろう。

・「自分でやらないと気持ちが悪いんだ」の発言は，えりちゃんがかなり自律の心を持っているのだろう。他律から自律の移行は大人へのステップである。このまま素直に成長・発達してもらいたい。

・えりちゃんに比べてまなちゃんは，ランドセルが恐らく乱雑に放置されていたのだろう。うらやましく，また自分をふりかえって反省したに違いない。

・今までの自分をふりかえり，自分を見つめることで「節度ある生活習慣」の価値を自覚させるとともに，教師の経験にもとづいて，実践の場の拡大を図る。

・この期の子どもにとって，「節度」を身に付けることはなかなか難しいことであろう。どうしたら出来るかを真剣に考える必要があろう。

	クリエイティブな授業をするために
・ロールプレイなどを通じて，「節度ある生活」の気持ちのよさ等を確認させることで，その楽しさが実感できよう。その感覚を追体験する時間の確保が重要である。

・もし自分が「節度のない生活態度」になったとしたら，どうするかの解決シミュレーションも大切である。


	主題名
	こころのふるさと
	内容項目
	郷土愛　4－(5)　　　　
	1月

	資料名
	29　ふるさとの里山
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	郷土の文化と伝統を大切にし，愛そうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　郷土を愛し，優れた文化・伝統を大切にすることが郷土愛である。自然や社会とのかかわりを通して，長い年月をかけて人は郷土を心のふるさとにする。
子どもたちは，社会科学習などで自分たちの住んでいる場所についての理解も深めてきている。しかし，郷土の先人の努力や郷土への深い愛情や慈しみの心情にまでは気づいてはいない。郷土そのものの何とも言えないよさを見つめ，守っていこうとする素朴な心情を育てていきたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①旅をしたときの体験を発表する。

○だれと，どんなところに出かけましたか。
②資料「ふるさとの里山」を読んで話し合う。

　○山の国に行ったときはどんな思いだったのでしょうか。
　○なぜそわそわしだしたのでしょう。

　○海のある国に行ったときはどんな思いだったのでしょうか。
　○お父さんやお母さんはなんと言ったと思いますか。

　◎クークーは，はっとなにに気づいたのでしょう。

③ふるさとのよさをワークシートにまとめる。

　○ここはいいなあと感じたわけをワークシートにまとめましょう。

④教師の説話を聞く。　
	・旅に出たときの解放感や期待感などについて発表する。

・ときには危険も伴うので，計画や準備の大切さをおさえる。

・準備や計画が足らなかったこと，ただ冒険心だけで旅に出たことも指摘する。

・めずらしさに慣れると，景色なども色あせてしまうこと。

・親は心配していることなどを発言させる。

・ふるさとのよさや見慣れた景色の安心感，美しさの再確認など自由に発表させる。

・カンカンとコンコンが喜んでくれたことなど，心の安定の要素をまとめることも大切である。

・見慣れたところと旅に出る冒険心の両方の要素をとらえながら，「ふるさとは遠きにありて思ふもの／そして悲しくうたふもの／よしや／うらぶれて……」の室生犀星の心境をわかりやすく伝えるのもよい。　

	クリエイティブな授業をするために
・見慣れた風景のなかに実はすばらしいものがある，それは何であるのか。素朴な人間の心情にふれさせていくとよい。
・ふるさとの山に向かいて／いふことなし／ふるさとの山はありがたきかな
　石川啄木の詩歌を紹介してもよい。


	主題名
	だれとでも仲よく
	内容項目
	信頼・友情　2－(3)　　　　　　　　　
	2月

	資料名
	30　かえるとへび
	出　　典
	アフリカ民話を立石喜男が翻案　　　3年
	

	ねらい
	　自分の心にひそむ共生を妨げている偏見や心の弱さに気づき，それらをのりこえ支え合って，ともに生きていこうとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　友情とは，ともによく生きるために，相手は自分のことを，自分は相手のことを相互に信頼し，かけがえのない存在として遇することである。その本質はどんな時にも互いに味方であるとの気構えといえる。

　本資料は，せっかく友達になりかけた蛙と蛇が親のよけいな情報で間柄を割かれてしまう寓話である。友達とは何か，情報の意味は何かの本質を問い直すにふさわしい展開が期待できる。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①友達と仲よく遊んだり，けんかをしたりしたときの体験を発表する。
②資料「かえるとへび」を読んで話し合う。

　○仲よしになった二人は，どんな気持ちで遊んでいたのでしょう。

　◎次の日，どうして二人は近づくことができなかったのでしょう。

　○もし，双方の親が仲よくとの情報を与えていたら，蛙と蛇は，次の日にどのように過ごしていたでしょう。

③自分たちの生活の中で，この話と似たようなことはないかを考える。

　○この場合と似通っていることがありますか。考えましょう。

　○違う相手と共生していく難しさを考えましょう。
④共生の事例を教師が説話する。
	・単に遊びやけんかの経験でなく，どんな場合にどんな気持ちでいたかなど，深い心理を考えさせる。けんかをしたときの怒りの心境や，もっと一緒にいたいというときの心にうかんだ体験なども発表させ，人間の感情の不思議さをとらえさせるとよい。
・いつまでもこの気持ちが続くといいとの心。友情の原点は味方意識である。

・相互の親の言葉や情報に引っ張られてしまう子どもの立場をつかむ。前の情報よりも，より新しい情報が優先されることに留意する。

・中心発問に対する補助発問。

・せっかくやろうとしたのに親がストップをかけたなどの事例を発表させる。

・共生するにはある程度の覚悟がいる。逆の情報に踊らされない強さも必要である。
・本来ともに生きられない相手と互いに譲歩し歩んでいく。

	クリエイティブな授業をするために
・学級活動の時間を活用し，友達どうしと助け合い，励まし合い，協力し合って一つの目標をなしとげる経験を味わわせる。


	主題名
	社会と自分
	内容項目
	公徳心　4－(1)　　　　　　
	2月

	資料名
	31　みんながおくから
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　社会生活でのきまりや約束を守り，公徳を大切にしようとする心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　この期の子どもたちは，個人としての規範意識がまだ確立しておらず，自分たちの仲間の都合や，仲間の利害損得といった基準が幅をきかせがちとなっている。みんなが自分たちだけの小さな正義を主張し合えば，当然，さまざまな不合理やトラブルが発生する。そこでより広い視野からの社会性や規則の意義をとらえさせ，それらを支えている理念に注目させ，公徳を理解し実践への意欲づけを図りたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「みんなが」という言葉に負けてしまう人間の弱さを考える。

　○「みんなが」という言葉に自分の心がつい負けてしまったことはありますか。それはどんなときですか。
②資料「みんながおくから」を読んで話し合う。

○自転車を置く場所を探しているけんじ君は，どんな気持ちだったでしょう。

　○「へい気，へい気。みんなもそうしているもの。さあ，行こう。」とひろし君に言われ，けんじ君は，どんな気持ちになりましたか。

　○救急車が通り過ぎるのを見て，けんじ君はどう思いましたか。

　◎けんじ君は，どうしてパン屋のおじさんが自分をにらみつけていると思ったのですか。

③教師の説話を聞く。

	・展開段階での心の弱さと公徳心の関係についての話し合いを深めるため，導入で人間の心の弱さを認めておくことが大切であろう。

・いろいろな場面でのできごとを思い出させ，「私」と「公」の問題に目を向けさせていく。
・自転車を置く場所が見つからない焦りを，自分の体験を通して考えさせたい。

・けんじの心の弱さと，よく生きようとする姿に目を向けさせる。　

・自分の自転車が迷惑をかけているとは考えずに，他人の自転車を苦々しく思ったり，救急車が通り過ぎてほっとする心の在り様に注目させる。

・自己弁護の思いが砕け，自分の公徳心のなさを思い知ったけんじの気持ちを考えさせる。
・「みんながそうしているから」ではなく，「みんながそうしないから」にかえた人の話をし，心にストップをかける人になってほしいという願いを子どもたちに伝える。

	クリエイティブな授業をするために
・“自分くらいはよいだろう”という考えから“自分くらいは守ろう”という考えに変えていくことが，環境問題などの大きな問題につながっていくことに気づかせる。


	主題名
	反省の大切さ  
	内容項目
	正直・誠実，明朗　1－(4)　　　　　　　　
	2月

	資料名
	32　きじばとのポッポ
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　よく考えて行動し，過ちは素直に改めようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　子どもは，失敗をくり返しながら成長する。その失敗のなかには自分を中心に物事を考えたことによるもの，他者への思いやりが欠けたことによるものも多く含まれる。そのため，自分が何か過ちをおかしたり，他者のことを思いやらないままの言動をしてしまったときに，正直に気持ちを伝えることが必要になってくる。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①「ポッポ」は，どんな子かを自由に考える。

　○今日のお話には，ポッポちゃんが出てきます。ポッポは，どんな子でしょう。自由に考えて発表しましょう。
②資料「きじばとのポッポ」を聞いて話し合う。

　○「……どうしても見つけられなかったの。」とお母さんから聞いたとき，ポッポはどんな気持ちになったでしょう。

　○やがて吹雪が激しくなって，冷たい風が，巣の中に吹き込んできたとき，ポッポはどんな気持ちになったでしょう。

　◎青白いお母さんの顔を見つめながら，ポッポは心の中で何と叫んだのでしょうか。

　○これからの，ポッポ親子の様子を想像してみましょう。
③教師の説話を聞く。
	・はじめに名前だけを示し，ポッポを自由に想像させる。その次に，さし絵のポッポだけを切り抜き絵として示し，自由に話をさせる。
・一度で全部の資料提示を行うのではなく，子どもの反応をうかがいながら，少しずつ語り聞かせていく。

・資料の条件・状況をしっかりとらえさせることにより，ポッポへの共感性を高めたい。

・母親という自分を守る人がいなくなったとき，初めて気づく母親の献身的な愛情の姿をとらえさせたい。

・意図的指名で多様な価値観を引き出したい。

・「はっとした。」をきちんとおさえる。

・自分をふりかえり，よく生きようとしているポッポの気持ちをとらえさせ，ねらいに迫る。

・反省したポッポの新しい姿をイメージしつつ，明日からのよりよい生活の礎としたい。

・子どもたちの心に，温かな思いを残して終わりにする。

	クリエイティブな授業をするために
・お母さんの気持ちになって考えさせ，自分とは別の立場からものを見たり考えたりすることにより，他者理解を深めることができる。


	主題名
	尊敬･感謝の気持ちを忘れずに
	内容項目
	尊敬・感謝　2－(4)　　　　　　　　　
	2月

	資料名
	33　お父さんの自まん
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　自分たちの生活を支えている人々に，尊敬と感謝の気持ちをもって接しようとする態度を育てる。

	主題設定

の理由
	　この期の子どもたちは，スポーツや勉強ができる，かっこいい，お金持ち，珍しいものを

たくさん持っているということに目を奪われて，「尊敬」とはそのような対象者に向けられるものだと思いがちである。
　こうした実態に切り込み，尊敬とはそうしたものではなく，人間の存在そのものにこそいだくべきものであることを明らかにする必要があると考えた。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①尊敬・感謝の対象者・対象物について考える。

　○あなたが「偉いな」と心から思える人や，「ありがとう」と素直に言える人はいますか。
②資料「お父さんの自まん」を読んで話し合う。

　○会社勤めを辞め，ラーメン屋を始めた両親のことを，わたしはどう思っていたでしょう。

　○大粒の汗をいっぱいかいて働くお父さんを見て，わたしはどんなことを考えたでしょう。

　◎お父さんとお母さんと，お客さんの明るい声が響いている中で，わたしはどんな気持ちになったでしょう。

③教師の説話を聞く。
	・子どもたちに自由に語らせ，一人ひとりのとらえる尊敬・感謝を探る。

・仕事に追われている両親に対して，不満をもっているわたしの気持ちに共感させたい。

・仕事に対する父の気持ちを知り，それまでとは違う見方ができるようになったわたしの気持ちをとらえさせる。

・父が多くのお客さんと接し，喜んでもらっている姿に注目させる。
・自分の身近な人に尊敬・感謝の気持ちをもてるすばらしさを話す。

	クリエイティブな授業をするために
・「自分が今，こうやって幸せにいられるのは？」について話し合い，自分の家庭や周囲の人々に目を向けさせていく。
・父の日や母の日に合わせ，感謝カードを作成して手渡したいものである。


	主題名
	明るい家庭
	内容項目
	家庭愛　4－(3)　　　　　　　　　　
	3月

	資料名
	34　かいじゅう目ざまし
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	　父母・祖父母を敬愛し，家族みんなで，明るく楽しい家庭をつくろうとする心情を高める。

	主題設定

の理由
	　家庭や家族とは，単に親子であるとか，一緒に暮らしているとかだけでなく，家族の一員としてその役割や責任を果たすことが大切である。また，そこには思いやりや優しさも必要である。

　子どもに漠然と家族の一員としての自覚が芽生えてくるこの時期，主体的に家族にかかわり，明るい楽しい家庭を作ろうとする心情を高めることは大切であると考える。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①資料名について話し合う。

　○今日のお話は，「かいじゅう目ざまし」です。どんな目覚ましだと思いますか。

②資料「かいじゅう目ざまし」を聞いて話し合う。

　○お話を聞いてどんなことを感じましたか。

　○お母さんは，二人の様子をどんなふうに見ていますか。

　○お父さんは思いきり甘えているちい子さんを，どんな気持ちで見ていると思いますか。

　○お父さんは，うきうきしているお母さんをどんな気持ちで見ていると思いますか。

　◎ちい子さんは，お父さんの帰りをどんな気持ちで待っているのでしょうか。
③ちい子さんの家庭が明るく楽しい理由について考える。

○ちい子さんの家庭が明るく楽しい秘密は何だと思いますか。
	・子どものとらえる目覚ましとは，時計が主であると思われる。そのことをおさえたうえで資料読みに入ると意外性と温かさで子どもを引きつけることできる。
・さし絵を黒板に添付しながら，教師が資料読みを行い，子どもたちにその場の和やかさを感じ取らせる。

・一つのことを共有できる家族・家庭のよさに注目させる。

・寂しい思いをする子が出ないようにする。

・久しぶりだからこそふれ合いの中味を濃くしようとする気持ちに目を向けさせる。

・離れているとき，どう思っているかが，一緒にいるときを明るく楽しく過ごせるか否かのキーポイントになることに気づかせる。
・一人ひとりが互いのことを思いやり，明るく楽しい家庭をつくっていこうとする共通の願いをもっていることに目を向けさせ，表面上だけでない明るく楽しい家庭をとらえさせる。

	クリエイティブな授業をするために
・お父さんやお母さんに手紙を書いたり，返事をもらったりして親子のコミュニケーションを深める。また，ことわざ「親の心子知らず」「父母の恩は山より高く海より深し」を活用し，親子の絆について話し合う。


	主題名
	学校とともに
	内容項目
	愛校心　4－(4)　　　　　　　　
	3月

	資料名
	35　四月になったら
	出　　典
	編集委員会編　　　　　　　　　　　3年
	

	ねらい
	生活の場でもある学校を愛して，誇りに思う心情を育てる。

	主題設定

の理由
	　子どもにとって学校は楽しい生活の基盤である。その学校を大切にするということは単に施設・設備などを大事にすることではなく，人間どうしのふれ合いや連帯感をはぐくむことである。子どもたちは学校で仲間とともに，成長・発達し，実生活の基礎を学ぶ。学校はすべての子どもによき思い出を作る場所であってほしい。よりよい学校にするために自分はどうかかわっていったらよいかを考えさせ，学校を地域文化の一翼を担う場としたい。

	学習活動　　◎主発問　○発問
	配慮事項

	①自分の学校生活について発表する。

○あなたは学校での生活が楽しいですか。それはなぜですか。

○学校で何か困ったことはありませんか。

②資料「四月になったら」の劇を演じる。

○みんなで放送劇のようにやってみましょう。

○木々たちはどんな話をしているのでしょうか。
○木々たちは何を一番心配しているのでしょう。

◎ゆみさんが，「そうしよう。」とつぶやいたのはどうしてでしょう。

③ゆみさんに手紙を書く。

④教師の説話を聞かせる。
	・学校生活について自由に発表させる。

・困ったことや問題点も検討する。

・ゆみさん，カエデ・ケヤキ・イチョウ・サクラ，ナレーションなどの配役をきめて，放送劇風に演じる。配役をそれぞれ変えて，数回繰り返してもよい。
・木々たちが学校の子どもたちやゆみさんに向けるまなざしの温かさに気づかせる。

・元気のないゆみさんを学校の木々たちが心配して見守っていることをおさえる。

・元気に学校生活を送ってほしいと，木々たちがゆみさんを励ましていることに気づかせる。
・木々も冬の厳しさを耐えて春を迎えようとしていることを見抜いた子を評価する。

・味方してくれているのは校庭の木々だけでなく，先生や友達，あかりなど学校のすべてであること，そして，それらに積極的にかかわろうとしはじめたゆみさんの行動力に気づかせる。
・ゆみさんへの手紙のなかで、これからの自らの決心を書いた子を評価する。

	クリエイティブな授業をするために
・人の数だけ「母校」への思い出がある。担任の説話以外にも，校長・教頭の話を取り入れて，価値項目にしたがった内容の説話をしてもらったり，同校出身の父母や祖父母にお話をしてもらう機会を設けたりしてもよい。


